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し、新たな国際線ターミナルが建設されることとなった。2010年

10月、新滑走路と新国際線ターミナルの供用開始とともに羽田空

港は24時間運用となり、発着数は供用開始前の年間30.3万回

から、最終的に年間44.7万回まで増やされる。

　新たに建設された国際線旅客ターミナルビルは、本体は5階

建てで延べ床面積約15万9000㎡（付属棟含む）と現在の第2

ターミナルビルに近い大きさがあり、これに6層7段の駐車場（約

2300台収容、延べ床面積約6万7000㎡）が隣接する。ターミナ

ルビル内には江戸の町並みを再現した商業ゾーン「江戸小路」

や、国内最大級の規模の免税店ももつ。

　ターミナルビル外側には「アクセスホール」が付随し、高架のモノ

レール、地下の鉄道（京浜急行）、駐車場棟と接続する。アクセ

スホール～ロビー～コンコース間は、出発乗客、到着乗客ともに階

層移動が少なく直進性が高い動線が確保された設計となっている。

■羽田空港・新国際線旅客ターミナルビル

　新国際線旅客ターミナルビルの本館部分は、空に流れるすじ雲

をイメージしたという弓なりになった大屋根が特徴で、その下は吹

抜けの大空間が広がる設計となっている。周囲4面はガラス張りの

構造で、大空間内の明るさを

確保する。またすじ雲のイメー

ジは、既存の第1ターミナル

の「陸」、第2ターミナルのも

つ「海」のイメージに続く「空」

のイメージという、一連のコン

セプトに基づく。大屋根の高

さ、大きさは国内の空港ターミ

ナルでは最大級で、全長178

ｍ、幅95ｍ、総重量5,000ｔ

に達する。今回の工事のな

かでも、この大屋根が施工上

最大の課題となったという。

　大屋根は、69ｍ離れた2本の柱で支えた95ｍ×9ｍの船底型

のトラス鉄骨が、18ｍ毎に配置され、延べ10セットで構成されて

いる。トラス鉄骨単体は、タワークレーンで吊り上げるには大きすぎ、

地上で組んで持ち上げる「リフトアップ工法」が検討されたが、現

場地下6～ 8.6ｍを東西に鉄道が通っているため、その直上に重

機を配置して作業を行うことは、負荷や振動の問題から無理と判

断された。結果、大屋根を分割し、その部材を端から乗せて滑

らせて組み立てていく「スライド工法」が導入された。ただし大屋

根は分割された1スパンでも18×95ｍ、約300ｔあり、スライド工

法としても前例のない規模のものとなった。

　実際の作業では、1スパンのトラス鉄骨をさらに7分割し、吊り

上げたものを仮設の柱の上で組み上げ連結し、これを2本の仮設

レール梁上に乗せる。トラス鉄骨をスライドさせるためのジャッキは2

種類あり、一方は仮設レール梁とトラス鉄骨の間にあってトラス鉄

骨を浮かせる役を担う。もう一方は実際にトラス鉄骨を移動させる

ジャッキで、支持柱1箇所に2基ずつ配置し、1スパンにつき計4

基が取り付けられている。このジャッキはガイドとなる仮設レール梁

を掴み、1基につき50ｔの力でトラス鉄骨を動かす。1回の移動

量は18cmで、コンピュータ制御で4基のジャッキに誤差が出ない

ようにしつつ移動を行う。摩擦抵抗を減じスライドを助けるためにト
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●東京国際空港（羽田空港）新国際線ターミナル位置図
A滑走路、B滑走路に挟まれた約13万㎡の三角地帯を再開発、旅客ターミナルビル、
駐車場などの施設が建設された。

●大屋根のスライド工法
地組ヤードで組まれたスパンのパーツをクレーンで吊り上げ、仮設柱の上で
1スパンに組み上げる。スパンは2本のレールに乗せられ、ジャッキで順に奥
に送られていく。〔図版提供＝鹿島建設(株)〕

●新国際線旅客ターミナルビル
完成したターミナルビルをエプロン側より見る。中央の大屋根が張り出した本館は4面がガ
ラス張り。ボーディングブリッジは段差がなく、ビル全体がバリアフリー設計となっている。〔写
真提供＝羽田空港国際線PTB監理共同企業体〕
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